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三浦外洋セーリングクラブ理事会議事録 

開催日：2019 年 3 月 12 日（火）18:30～20:09 

場 所：東京都港区新橋 1-17−1 YUKEN 新橋ビル 3 階 A 号室 

出席者：理 事：尾山、北川、黒岩、小板橋、児玉、才藤、坂口、庄野、関根、外山、平松、三輪 

監 事：藤田 

顧 問：大谷 

出席 理事12名 監事1名 顧問1名 

欠席者：理 事：飯島、伊藤、小川、新通、羽柴、星野 

    監 事：望月 

 (敬称略) 

 

庄野会長が議長となり、議事録作成人に北川理事、同署名人に三輪理事を指名して、下記議案につ

き審議した 

 

1.  安全委員会特別予算について 

1． ライフラフト貸出サービス 貸与(貸出)規程(案) 

児玉理事から予め配られたライフラフト貸与規定(案)につき審議を行い、下記追加決定した。 

・4月中旬から貸し出すべく準備する 

・検査記録簿の搭載艇欄にはカマクラを名義上の搭載艇とする 

・非常時に展開しなかったときの免責事項 

 

2． 安全講習会 

児玉理事から、3月21日にラフトの展開講習会を開催することが報告された。 

講習会で使用したいため、信号紅炎の有効期限切れがあれば寄付いただきたいと依頼があっ

た。 

 

2.  ルール勉強会開催について 

三輪理事から、3月16日に外洋4団体共通の『クルーザー乗りのためのルール勉強会』を開催す

る旨の報告があり、特に誤解の多かった夜間の海上衝突予防法についての解説を行うと報告さ

れた。 

 

3.  広報委員会設置について 

庄野会長から、広報の機能は総務委員会にあるので、特別に広報委員会を設置する必要は無い

との意見につき、異議無く承認された。 

今後、総務委員会の中で担当者を決めることで決定した。 
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4.  JSAF セーリング普及活動について 

庄野会長から、体験乗船やヨット教室などの企画があればJSAF職員を呼んでヨット人口拡大な

どの活動広報に使用したいとの話が来ていると報告された。 

当クラブの各フリートではそういった企画を行っていないので継続審議とする。 

 

5.  会員カード発行予算について 

関根理事から、2020年からの会員カードが不足するので予算を確保したいと諮られ、来年度の

予算に計上することが決定した。 

 

6.  JSAF 艇登録データー化予算について 

庄野会長、尾山理事から、外洋団体長会議に於いて、今期5万円を計上していた本予算は今期

執行しないので2019年度に8万円に変更してほしいとの申し出があると報告され、来年度予算

を8万円とすることで承認された。 

関根理事から、昔の艇登録は紙データーで残っており、別途このデーターもスキャナーで読み

込み、データー化するという話が進んでいると報告され、下記追加議論された。 

・10年ほど前に児玉理事のもと、アルバイトの手入力で紙データーを全て文字データーファイ

ルとして入力した。 

・作成したファイルは各加盟団体事務局に送付した。当クラブにもあるはずである。児玉理事

自身も保管している。 

・原紙はイメージデーター用に寺田倉庫に保管している。この原紙は元々JSAFの地下倉庫に保

管されていたものである。 

・平松理事は、JSAFが現在段ボールで何十箱も保管しており、これをデーター化したいと聞い

ている。同じもの? 

・10年前に作成したデーターを児玉理事から関根理事と平松理事に送信すること、平松理事が

内容を確認して、JSAFに確認することとなった。 

 

7.  主催、協力レース 

1． 三崎横浜レース 協力依頼 

承認された。 

2． パラオレース 共同主催 

庄野会長、坂口理事から準備状況の報告があった。 

取り交わす書面、人的な応援要請内容については継続審議とする。 

 

8.  報告事項 

1． 1月19日 カテゴリー3講習会、参加51名(児玉安全委員長) 

2． 1月26日 全国加盟団体代表者会議(庄野会長) 

3． 1月27日 外洋団体長・事務局長会議(関根事務局長) 
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4． 2月2,3日 外洋合同委員会会議(三輪ルール委員長) 

5． JSAF会員管理システム改善版移行延期について(事務局) 

6． 仮決算報告(事務局) 

7． 監査日は4月11日に変更する。次回理事会は4月17日開催する。 

 

 

以上で本日の議事をすべて終了し、20時09分閉会した。 

以 上 

2019 年   月    日 

議事録署名人 


